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別紙７ 

平成 29年度自動車騒音調査結果 
 

騒音規制法第 18 条第 1 項の規定により、調査計画に基づき、自動車騒音の状況を調査し、対象地

域における環境基準の達成状況の評価（面的評価）を行った。また、5 か年度分の調査結果により、

市全域の面的評価を行った。その結果は、以下のとおりである。 

 

 

今後も自動車騒音低減のため、各種施策を講じていく。 

評価結果 平成 29年度 平成 25～29年度 

評価対象住居等戸数 15,401戸  51,380戸  

昼夜間とも基準値以下 13,808戸 (89.7%)  46,319戸 (90.1%) 

昼間のみ基準値以下 646戸 (4.2%) 1,687戸 (3.3%) 

夜間のみ基準値以下 160戸 (1.0%)  565戸 (1.1%) 

昼夜間とも基準値超過 787戸 (5.1%) 2,809戸 (5.5%) 

 

１ 調査内容 

道路に面する地域における環境基準の達成状況の評価は、一定の地域ごとに当該地域内のすべての

住居等のうち環境基準の基準値を超過する戸数及び超過する割合を把握することにより行うこととな

っている（面的評価）。 

市では、平成 14 年度から、主要幹線道路に面する地域を対象に面的評価を行っている。また、平

成 16 年度からは主要幹線道路の全評価区間を 5 か年に分けて計画的に調査しており、平成 20 年度以

降、過去 5 か年度分の調査結果をもとに、市全域の面的評価を行っている。 

平成 29 年度は、調査計画に基づき、16 路線・45 地点（定点 14 地点（図 1）及び準定点 31 地点（図

2））・48 評価区間において自動車騒音の状況を調査し、対象地域の面的評価を行うとともに、平成 25

年度から平成 29 年度までの 5 か年度分の調査結果をもとに、市全域の面的評価を行った。 

 

２ 調査結果 

（１）平成 29年度分の調査による面的評価結果 

ア 面的評価結果（表 1） 

平成 29 年度の調査結果をもとに面的評価を行った結果、評価対象住居等 15,401 戸のうち、昼

間（6 時～22 時）及び夜間（22 時～6 時）とも環境基準値以下であったのは 13,808 戸（89.7%）、

昼間のみ基準値以下であったのは646戸（4.2%）、夜間のみ基準値以下であったのは160戸（1.0%）、

昼夜間とも基準値を超過したのは 787 戸（5.1%）であった。 

 

表 1 面的評価結果（平成 29年度分） 
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戸 15,401  13,808  646  160  787  5,705  4,715  516  0  474  9,696  9,093  130  160  313  

%   89.7  4.2  1.0  5.1    82.6  9.0  0.0  8.3    93.8  1.3  1.7  3.2  
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イ 面的評価結果（道路種別）（表 2） 

道路種類別では、昼夜間とも環境基準値以下であったのは、4 車線以上の市道に面する地域が

1,930 戸中 1,887 戸（97.8%）で割合が最も高く、次いで県道に面する地域が 5,888 戸中 5,517

戸（93.7%）、一般国道に面する地域が 6,321 戸中 5,374 戸（85.0%）、その他の道路に面する地

域が 1,527 戸中 1,243 戸（81.4%）であった。 

 

表 2 道路種別の面的評価結果（平成 29年度分） 

 

面的評価結果（全体） 面的評価結果（近接空間） 面的評価結果（非近接空間） 
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戸 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

%  ― ― ― ―  ― ― ― ―  ― ― ― ― 

ロ 
戸 6,321  5,374  374  20 553  2,818  2,125  287  0  406  3,503  3,249  87  20  147 

%   85.0  5.9  0.3  8.7    75.4  10.2  0.0  14.4    92.7  2.5  0.6  4.2  

ハ 
戸 5,888  5,517  249  7  115  2,220  1,914  238  0  68  3,668  3,603  11  7  47  

%   93.7  4.2  0.1  2.0    86.2  10.7  0.0  3.1    98.2  0.3  0.2  1.3  

ニ 
戸 1,930  1,887  9  0  34  716  700  9  0  7  1,214  1,187  0  0  27  

%   97.8  0.5  0.0  1.8    97.8  1.3  0.0  1.0    97.8  0.0  0.0  2.2  

ホ 
戸 1,527 1,243 37 140 107 93 81 5 0 7 1,434 1,162 32 140 100 

%  81.4 2.4 9.2 7.0  87.1 5.4 0.0 7.5  81.0 2.2 9.8 7.0 

全

体 

戸 15,666  14,021  669  167  809  5,847  4,820  539  0  488  9,819 9,201  130  167  321  

%   89.5  4.3  1.1  5.2    82.4  9.2  0.0  8.3    93.7  1.3  1.7  3.3  

＜道路種別＞ イ：高速自動車国道 ロ：一般国道 ハ：県道 ニ：4 車線以上の市道 ホ：その他の道路 

※全体の面的評価結果と道路種別の面的評価結果とで評価戸数の合計戸数が異なるのは、道路種別の評価において

複数の道路から評価を受ける住居を重複集計しているためである。 

※幹線交通を担う道路での環境基準値は、近接空間と近接空間以外とで異なる（参考資料参照）。 

※イ：高速自動車国道については、平成２９年度は調査を実施しなかった。 
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（２）５か年度分（平成 25年度～平成 29年度）の調査による市全域の面的評価結果（表 3） 

平成 25 年度から平成 29 年度までの 5 か年度分の調査結果をもとに市全域の面的評価を行った結

果、評価対象住居等 51,380 戸のうち、昼夜間とも環境基準値以下であったのは 46,319 戸（90.1%）、

昼間のみ基準値以下であったのは1,687戸（3.3%）、夜間のみ基準値以下であったのは565戸（1.1%）、

昼夜間とも基準値を超過したのは 2,809 戸（5.5%）であった。 

また、本年度における 5 か年度分の面的評価結果を昨年度における 5 か年度分の面的評価結果（平

成 24 年度～平成 28 年度）と比べると、全体の達成率は 1.0％高くなった。 

 

表 3 市全域の面的評価結果（5か年度分） 
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H25 

~ 

H29 

戸 51,380 46,319 1,687 565 2,809 18,546  16,411 1,310  0  825  32,834  29,908 377  565  1,984  

%   90.1  3.3  1.1  5.5    88.5  7.1  0.0  4.4    91.1  1.1  1.7  6.0  

H24 

~ 

H28 

戸 52,003 46,309 2,174 614 2,906 18,922  16,265 1,803  0  854  33,081  30,044 371  614  2,052  

%   89.1  4.2  1.2  5.6    86.0  9.5  0.0  4.5    90.8  1.1  1.9  6.2  

 

参考資料 

 1 騒音に係る環境基準 

 2 常時監視結果の評価方法等 
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図 1 自動車騒音常時監視 定点調査地点 
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図 2 自動車騒音常時監視 準定点調査地点（平成 29年度） 

※図中の「準 15」等の表記について、「準」は準定点を示し、「15」等は通し番号を示す。 
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（参考資料） 

 

１ 騒音に係る環境基準（平成 10年環境庁告示第 64号） 
（最終改正：平成 24年環境省告示第 54号） 

 

（１）環境基準 

○道路に面する地域 

地域の区分 
基準値 

昼間 夜間 

A地域のうち 2車線以上の車線を有する道路に面する地

域 
60 デシベル以下 55 デシベル以下 

B地域のうち 2車線以上の車線を有する道路に面する地

域及び C 地域のうち車線を有する道路に面する地域 
65 デシベル以下 60 デシベル以下 

備考 

1．時間の区分は、昼間を午前 6 時から午後 10 時までの間とし、夜間を午後 10 時から翌日の午前 6 時までの間と

する。 

2．A を当てはめる地域は、専ら住居の用に供される地域とする。 

3．B を当てはめる地域は、主として住居の用に供される地域とする。 

4．C を当てはめる地域は、相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域とする。 

5．車線とは、１縦列の自動車が安全かつ円滑に走行するために必要な一定の幅員を有する帯状の車道部分をいう。 

 

○幹線交通を担う道路に近接する空間 
基準値 

昼間 夜間 

70 デシベル以下 65 デシベル以下 

備考：個別の住居等において騒音の影響を受けやすい面の窓を主として閉めた生活が営まれていると認められ

るときは、屋内へ透過する騒音に係る基準（昼間にあっては 45 デシベル以下、夜間にあっては 40 デシ

ベル以下）によることができる。 

 

（２）基準値の評価手法 

騒音の評価手法は、等価騒音レベルによるものとし、時間の区分ごとの全時間を通じた等価騒音レベ

ルによって評価することを原則とする。 

（３）環境基準の達成状況の地域としての評価方法 

道路に面する地域については、原則として一定の地域ごとに当該地域内の全ての住居等のうち環境基

準の基準値を超過する戸数及び超過する割合を把握することにより評価するものとする。 
 

 

２ 常時監視結果の評価方法等 
（環境省通知「騒音規制法第 18条の規定に基づく自動車騒音の常時監視に係る事務の処理基準につ

いて」：平成 23年 9月 14日改正） 
（１）定義等 

  ○面的評価 

「騒音に係る環境基準（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に示される、環境基準の達成状況の道路に面

する地域としての評価をいう。 

○幹線交通を担う道路 

高速自動車国道、一般国道、都道府県道及び市町村道（市町村道にあっては 4 車線以上の車線を有す

る区間に限る。）、自動車専用道路 

  ○幹線交通を担う道路に近接する空間（近接空間） 

・2 車線以下の車線を有する道路  ： 道路端から 15 メートルまでの範囲 

・2 車線を超える車線を有する道路 ： 道路端から 20 メートルまでの範囲 

   ※50 メートルの評価範囲のうち近接空間以外の場所は非近接空間となる。 

（２）監視 

  ○自動車騒音の状況の把握は、面的評価の方法によるものとする。 

  ○面的評価は、道路端から 50 メートルにある全ての範囲を対象とする。 

  ○面的評価は、監視の対象となる道路について、評価区間に分割し、評価区間ごとに行うものとする。 


